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地域社会は
大きな岐路に

　便利な世の中に見えますが、くらしには様々な「困った」が増えています。
　少子高齢化、人口減少、経済不安などの社会変動により、これまでの地域の
基盤が崩れ、人と人とのつながりが断ち切れていく中で、地域の絆を再構築す
　　　　　　　　　　　るためのプランづくりに取組んできました。

ご近所福祉活動とは
　町内会の存続が危ぶまれる地区が増えてきています。高齢者や障がい者だけでなく、子育て家庭を含めすべての人が、
災害時や緊急時はもちろん、普段のくらしで「困った」に直面し、孤立する危険があります。
　そんな地域の現実を変えていくために、ご近所のつながりや人と人との絆を高め、精神的に支え合える地域をつくる
活動です。ご近所福祉があれば悪徳商法の被害や、孤独死を防ぐこともできます。

第２次地域福祉活動計画（平成 24年度～）
自治会・町内会の再構築の切り札“ご近所福祉”を推進
次回の福祉パレットに概要版を掲載！

策定委員会（４回） ワーキングチーム（行政・社協）

これからの地域福祉の
具体的な推進方法を地
域福祉活動計画に位置
づける。

策定委員（地域の代表）15人
①地域のアセスメント（分析）
②協働コンセプトづくり
③住民の主体的な活動の見立て
④地域へのアプローチ方法
⑤支え合う仕掛けの構築

ご近所福祉活動スタート！
只今モデル
地区募集中

　町内会の役員または有志のみなさん、自治会未組
織でご近所福祉を取組みたいとお考えの方、ご一報
ください。

４つのプロジェクトチーム

高　齢 障がい 子育て

市民・ボランティア活動
【協　働】

アクションプラン
人と人とのつながり、
関係性を強めていく 地域づくりをバラバラでせず

目標をもって一緒に取り組む。

障がい福祉のアクションプラン
障がい者の日実行委員会
啓発部会「みんなのつどい」

児童福祉のアクションプラン
６向小の親子フェスティバル
「ファミリーカフェ」

本気で地域の福祉活動のこれからを描くとき。
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医療法人回生会　様 100,000円
近畿歌謡合同研究会　様 30,925円
善行を奨める会　恒田　三千雄　様 10,000円
畠中　まひろ・ のあ・ゆうひ　様 5,081円
東向日キリスト教会　様 5,000円
向日市グランドゴルフ協会　様 10,000円
山城北グランドゴルフ協会　様 2,450円
吉井　孝一　様 50,000円
匿名　６名 199,049円

善意のご寄付ありがとうございました。
（平成２３年９月１日～平成２４年２月１０日）

平成２３年度赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金結果報告
◆募金の状況

歳末たすけあい募金赤い羽根共同募金地区・種別
５２０,９０１円５４９,１００円物 集 女
１,３７７,８４９円１,１６５,０２５円寺 戸
３５７,９９４円２９２,５００円森 本
４５２,０３３円３４３,３６５円鶏 冠 井
３４１,８３０円３６０,３００円上 植 野
１２２,５００円９５,０００円向 日
１７４,１１０円１５０,０００円西 向 日
１０６,４３５円１０２,９００円向 日 台
１２,２０４円２４４,５１１円法人・職域募金等

３,４６５,８５６円３,３０２,７０１円合　　　　　計

○歳末たすけあい募金
配分金事　業　名
４２９,５７４円子育て支援事業
７８,４８４円地域支えあいベル設置事業

１,０５５,７３６円お節料理配食事業（ひとり暮らし高齢者）
７２,３５０円貸出用車いすの整備・補修事業
５９,６５５円地域サポーター養成講座
３２,３３０円「福祉とボランティア」出前教室事業
１１０,６０７円減災対策事業
４７５,３８５円社協まつり
２１,７３５円新成人自己発見・再確認支援事業

１,０８０,０００円団体助成（福祉団体・地区社協）２４団体
５０,０００円事務費

３,４６５,８５６円合　　　計

○赤い羽根共同募金

◆配分金の使途

配分金事　業　名
１８０,０００円交流のつどい支援事業
１００,０００円単身親世帯支援事業
４９６,４４７円むこう市社協だより「福祉パレット」発行
３６０,０００円困りごと相談事業
８０,０００円向日市社協ボランティア連絡会育成支援事業
１００,０００円親子ふれあい事業
５０,０００円向日市サマースクール中高生の取組支援事業
３０,０００円障がい者の交流のつどい支援事業
６１,８５５円地域の絆づくり応援プラン

１,４５８,３０２円合　　　計

　寄せられた善意は、このような事業に使わせていた
だきました。

（京都府共同募金会からの配分金）

ああああああたたたたたたたたたたたたかかかかかかいいいいいい善善善善善善意意意意意意ととととととごごごごごご協協協協協協力力力力力力ををををををあああああありりりりりりががががががととととととううううううごごごごごござざざざざざいいいいいいままままままししししししあたたかい善意とご協力をありがとうございましたたたたたたた

（物集女地区社会福祉協議会）
　１２月１１日（日）子どもから高齢者までが参加して「ふれあ
いもちつき大会」を開催することができました。
　子どもたちは、つきたてのきなこ餅・ラーメン餅・ぜんざ
いを食べながら、地域で楽しく世代間交流を図りました。ま
たひとり暮らしの高齢者にお餅をお届けし、見守り活動を実
施しています。この催しを通じて地域の絆を高められたこと
に感謝いたします。

（スマイルキッズ向日台）
　子どもたちの自主的な
活動や地域の方との交流
を深めるため、１２月１８日
（日）にクリスマス会を開
催いたしました。子ども
がリーダーとなり、司会・
進行・催しの企画を担当
し、大人と一緒にキーホ
ルダー作りや昼食作りに大活躍。楽しい世代間交流を図るこ
とができました。
　地域のあたたかい見守りで、日々、子ども達が健やかに育っ
ていることに感謝をしています。
　参加した高齢者から「年寄りまでも招待してもらって、う
れしいです。元気がでます」とお礼をいただきました。

（第３向陽小学校ＰＴＡ）
　　『３向小ふるさとまつり』では、保護者が中心となり、総
勢８００人の子ども・教師・地域の方がゲームやカレー作りをと
おして交流を深めることができました。
　また、夕食のカレーを食べた後は、地域の方々の協力で、
キャンプファイヤーやダンスを実施し、楽しい夏の思い出と
して心に刻まれました。今後も地域の方々と一緒に安心・安全
なまちづくりを推進していきます。ありがとうございました。

「歳末たすけあい募金」助成団体からの
メッセージを紹介します。

※地域のつながりの輪を広げていくための事業として
地区社協、子ども会、小学校・中学校ＰＴＡなどへ配
分しました。
※歳末たすけあい募金助成のお問合せは、地域福祉係
（電話：９３２-１９６１）まで。



3 No.125

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
頃
か
ら
「
将
来
自
分
が

１３

高
齢
に
な
っ
て
も
隣
近
所
で
交
流
で
き
る
場
が
欲

し
い
」
な
ど
の
声
か
ら
、
地
域
の
自
主
的
な
活
動

『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
老
後
の
不
安
と
し
て
、「
隣
近
所
と
の
付
き
合
い

が
な
い
」「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
な

ど
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
は

受
け
身
で
は
な
く
、供
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
た
ち

で
身
近
な
地
域
に
仲
間
を
作
り
、
楽
し
く
過
ご
そ

う
僑
と
の
前
向
き
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
し
て
い
る
　
歳
代
の
女
性
は「
高
齢
で
も
ご

９０

近
所
づ
き
あ
い
は
大
切
に
し
よ
う
と
み
ん
な
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
」
と
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　認知症予防ネットの高
林さんからスリーＡを学
びました。
　スリーＡは、参加者の
不安や失敗を優しさシャ
ワーで包み込み、リハビ
リゲームに笑いと癒し効
果を取入れ、認知症を予
防します。
　参加者から地域でやっ
てみたら好評でしたと連
絡がありました。

新たに３か所で
活動がスタート！

「サロンかぐやひめ  敬・あい」
上植野公民館
　小物づくりやおしゃべり
を楽しむ♪
「サロンもやい」
山縄手で自宅開放型サロン
　お食事づくりと閉じこも
り防止をめざす♪
「二枚田健康サロン」
岸ノ下集会所
　健康づくり、認知症予防
でご近所づきあい♪

脳活性化リハビリゲーム「シーツ玉入れ」
　２チームに分かれて陣地の穴にボールを落とし
ます。
※この教材は社協にありまます。

ふれあいサロン活動普及講座を開催！

貸出備品のお知らせ 自治会や子ども会、サークル、サロン活動等の
地域活動に対して備品を貸し出します。

お祭りやサークル活動にはお祭りやサークル活動には…… 会議や定例会には…

テント

輪投げ
セット

餅つき
セット
（杵・臼）

プロジェクター

ＤＶＤプレイヤー スクリーン

　スーパーボールすくいやヨーヨー釣りに使用できる『タフブネ』やサロン作品等の展示に活用できる『展示パネル』。
その他にも、『ボウリングセット』や『百人一首』、『サンタクロース衣装』などの貸出備品があります。

便利な備品
が

盛りだくさ
ん！

様
々
な
地
域
活
動

に
ご
活
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
友
愛
印
刷

お
楽
し
み
会
等
の
催
し
に
活
用

『
ペ
タ
ン
ク
』、『
輪
投
げ
』、『
ボ

ウ
リ
ン
グ
』

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
わ
か
ば

サ
ロ
ン
活
動
に
活
用

『
黒
ひ
げ
危
機
一
発
』

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
は
高
齢
者
の
元
気
の
素
が
あ
る

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
は
高
齢
者
の
元
気
の
素
が
あ
る

有効活用で、地域活動を盛り上げよう！

地域に広がるサロン活動
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＊
応
募
方
法

　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、①
回
答
②
氏
名

③
住
所
④
年
齢
⑤
今
回
号
で
特
に
関
心
が

あ
っ
た
記
事（
複
数
回
答
可
）⑥「
福
祉
パ

レ
ッ
ト
」を
読
ま
れ
た
感
想
を
書
い
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

＊
締
め
切
り

　
平
成
　
年
５
月
１
日
（
火
）
ま
で
必
着

２４

＊
送
り
先

　
〒
６
１
７－

０
０
０
２

　
　
向
日
市
寺
戸
町
西
野
辺
１
の
７

　
　
向
日
市
福
祉
会
館
内
　
総
務
係

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 ９
３
３－

４
４
２
５

下記の２つのイラストには、まちがいが５つあります。
さがしてこたえてください！

まちがいさがしクイズ

　高齢になり料理を作るのが面倒になった方、料理は苦手だという方のための献立です。どこにでもある材
料で、手軽にできる料理をご紹介いたします。

高齢者向け低栄養予防レシピの紹介

豚肉のチーズはさみピカタ

向日市食生活改善推進員協議会

【作り方】
①うす切りの豚肉にマスタードをぬり、し
その葉とチーズをのせて半分に折り、小
麦粉をまぶす。
②卵を割りほぐし、フライパンにサラダ油
を熱し、①を卵液にくぐらせ中火で両面
を焼く。
③ブロッコリーはゆでる。生しいたけはマ
ヨネーズ少々をぬり、オーブントース
ターでこんがり焼く。

＝１人分の栄養価＝

　誰もが安心して暮らせる「福祉のまちづく
り」を推進していくために、地域福祉推進委
員会等に参画していただける方を募集してい
ます。自分の住んでいるまちを、こうしたい、
ああしたい、という思いがある方、住み良い
まちづくりのために何かをしたい方、募集し
ます。

～応募要項～
対　　象：市内在住または市内で福祉活動を

されている方
任　　期：平成２４年６月から平成２６年５月末

まで
活　　動：年に数回、会議や地域の事業等に

参加していただきます。
応募方法：本会所定の応募用紙に必要事項を

記入し、提出してください。
選考方法：書類による選考を行います。選考

結果は応募者全員にお知らせしま
す。

受　　付：平成２４年４月２日（月）～
　　　　　　　　　　　　　４月３０日（月）
　※募集要項及び応募用紙は本会の事務所とホーム
ページに掲載しています。

委員を募集します
社協の運営に参加しませんか

エネルギー ２０５ｋｃａｌ
たん白質 １６.１g

カルシウム １４３ｍg
塩　　分 ０.７g

材料（２人分）

豚肉（ももうす切り） … ８０ｇ

マスタード …… 大さじ１/２

しその葉 ……………… ３枚

スライスチーズ ……… ２枚

卵 …………………… １/４個

小麦粉 …………… 大さじ１

サラダ油 ……… 大さじ１/２

ブロッコリー ………… ５０ｇ

しいたけ ……………… ４枚

マヨネーズ …… 大さじ１/２
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知って得する認知症　第４回

い
て
も
、
発
症
率
は
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
な
り
得
る
病
気
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
、
知
人
や
隣
人
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
助

け
合
え
る
、
あ
た
た
か
い
地
域
を
築
い
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

～だれもが安心して暮らせるまちづくりをめざして～
　
今
回
は
、
認
知
症

に
ま
つ
わ
る
４
回

シ
リ
ー
ズ
の
最
終

話
で
す
。

　
認
知
症
は
「
ど
う

せ
治
ら
な
い
病
気

だ
か
ら
」
と
病
院
に

行
か
な
い
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
こ

の
病
気
も
「
早
期
受
診
・
早
期
診
断
・
早
期
治
療
」
が

と
て
も
大
切
で
す
。
原
因
に
よ
っ
て
、
脳
外
科
的
な
処

置
で
驚
く
ほ
ど
良
く
な
る
も
の
（
正
常
圧
水
頭
症
や
脳

腫
瘍
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
）
や
内
科
的
治
療
で
良
く
な

る
も
の
（
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
）
な
ど
、
治
る
病

気
や
一
時
的
な
症
状
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

１
日
も
早
く
受
診
を
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
認
知
症
予
防
に
は
、
ま
ず
発
症
の
リ
ス
ク
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎
日
の
生
活
習
慣
（
運
動
や

食
事
）
に
気
を
配
る
こ
と
で
、
発
症
率
や
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
、
脳
血
管
性
認
知
症
の
原
因
と

な
る
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
肥
満
な
ど
の
対
策
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
脳
の
活
性
化
の
た
め
、
家
に
こ
も
ら
ず

外
に
出
か
け
て
人
と
会
話
を
し
、
何
ら
か
の
形
で
社
会

参
加
し
続
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
る
こ
と
も
良
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健

康
的
な
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
病
気
は
、
ど
ん
な
に
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て

　
平
成
　
年
２
月
　
日
（
月
）
に
、
向
日
市

２４

２０

立
第
６
向
陽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
６
校
小
サ
ポ
ー

ト
隊
）
か
ら
、
リ
ン
グ
プ
ル
回
収
活
動
を
通

じ
て
得
た
車
い
す
を
、「
市
内
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
一
時
的
に
車
い
す
が
必
要
な

方
へ
の
貸
出
し
用
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

切
さ
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
選
手
と

一
緒
に
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
を

考
え
た
り
、
参
加
型
の
寸
劇
で
認

知
症
の
人
へ
の
声
の
か
け
方
を
学

ん
だ
り
と
、
楽
し
く
あ
た
た
か
い

雰
囲
気
の
な
か
終
了
し
ま
し
た
。

　「
認
知
症
の
話
」
は
、
ど
う
し

て
も
若
年
層
に
と
っ
て
関
心
が
薄

い
テ
ー
マ
で
す
。

　
今
回
、
斉
藤
選
手
に
は
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
と

と
も
に
、
認
知
症
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
と
の
架
け
橋
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
ス
斉
藤
和
巳
選
手
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
小
・
中
・
高
校
生
対
象
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
よ
り
幅
広
い
世

代
に
認
知
症
の
こ
と
を
考
え
て
も

ら
う
た
め
に
、
市
内
の
学
校
や
少

年
野
球
チ
ー
ム
な
ど
に
広
く
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
保
護
者
等
を
含

め
約
３
７
０
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　
斉
藤
選
手
は
、
選
手
人
生
で
の

経
験
談
や
自
身
の
祖
父
の
話
を
交

え
な
が
ら
、
会
場
を
盛
り
上
げ
る

と
と
も
に
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

だ
け
で
な
く
誰
に
対
し
て
も
、
尊

重
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
の
大

　
向
日
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
　
年
　
月
　
日

２３

１２

１１

（
日
）、
市
立
勝
山
中
学
校
の
体
育

館
で
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

「
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

斉
藤
選
手
と
一
緒
に
認
知
症
に
つ
い
て

考
え
よ
う
」を
開
催
し
ま
し
た
！

小・中・
高校生を
対象に

車いすの寄贈
ありがとう
ございました。

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
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平
成
　
年
頃
、三
千
子
さ
ん
が
階
段
か
ら

１７

落
ち
て
左
ひ
骨
を
骨
折
し
て
４
か
月
入
院

さ
れ
、
退
院
後
、
週
１
回
掃
除
の
援
助
で
ヘ

ル
パ
ー
訪
問
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
　１８

年
３
月
か
ら
週
２
回
に
な
り
、平
成
　
年
３

１９

月
に
は
元
気
に
な
ら
れ
週
１
回
と
な
り
ま

し
た
が
、
１
年
後
、
足
腰
の
痛
み
な
ど
か
ら

週
２
回
の
掃
除
や
買
物
、洗
濯
の
援
助
に
な

り
ま
し
た
。

　
正
治
さ
ん
は
、そ
の
頃
元
気
に
畑
仕
事
や

テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
、歴
史
資
料
館
の
講
座
を

聴
き
に
行
っ
た
り
、古
墳
探
索
な
ど
の
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
　
年
に
転
倒

１１

さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
、頚
椎
損
傷
さ
れ
神

経
が
圧
迫
し
、平
成
　
年
頚
椎
の
骨
を
削
る

２１

手
術
を
受
け
ら
れ
た
後
、リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
同
年
４
月
か
ら
は
、通
院

や
入
浴
介
助
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
と
も
、訪
問
当
初
に
比
べ
て
痛
み

や
痺
れ
な
ど
に
耐
え
つ
つ
リ
ハ
ビ
リ
を
続

け
な
が
ら
、頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
感
心

し
て
お
り
ま
す
。

　
結
婚
　
年
目
に
な
り
、お
互
い
喧
嘩
し
て

６１

い
る
と
言
い
つ
つ
も
仲
良
く
支
え
あ
っ
て

過
ご
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
、い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
い
て
欲
し
い
と
ヘ
ル
パ
ー
は
願
っ

て
い
ま
す
。

ズ
の
野
球
観
戦
を
し
て
帰
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　
正
治
さ
ん
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
、
体
操
な
ど
、
若
い
頃

か
ら
続
け
て
こ
ら
れ
、
定
年
後
は
、
野
菜
や

果
物
を
作
っ
て
親
戚
や
友
達
に
食
べ
て
い

た
だ
く
の
が
、
楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
三
千
子
さ
ん
は
、コ
ー
ラ
ス
を
長
年
続
け

て
こ
ら
れ
、昨
年
、コ
ー
ラ
ス
供
ク
ー
ル
メ
ー

ル
僑の
　
周
年
リ
サ
イ
タ
ル
に
車
い
す
で
コ

５０

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
ま
で
行
き
、ス
テ
ッ
キ
を

持
っ
て
立
位
で
唄
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
短
歌
も
、　
年
以
上
続
け
て
お
ら
れ
短
歌

５０

　
今
回
ご
紹
介
す
る
小
林
さ
ん
ご
夫
婦
は
、

趣
味
が
多
く「
何
事
も
や
め
ず
に
続
け
る
こ

と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
は
、昭
和
　
年
に
元
小
学
校
の
校

２５

長
先
生
の
紹
介
で
お
見
合
い
を
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、映
画
を
見
に
行
か
れ
た
そ
う

で
す
が
、
三
千
子
さ
ん
は
、
恥
ず
か
し
く
て

顔
も
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
新

婚
旅
行
は
、
有
馬
温
泉
で
一
泊
さ
れ
、
翌
日

は
甲
子
園
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
シ
ー
ル

やめずに続ける
小林　正治さん（８６歳）・三千子さん（８３歳）

ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問

の
冊
子
「
吻
土
」
に

何
度
も
掲
載
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
今

は
、老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
桜
の
径
」
へ

２
か
月
に
１
回
、短

歌
の
会
に
行
く
の

を
楽
し
み
に
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
地

区
社
協
で
お
せ
ち

や
料
理
を
作
っ
た

り
、施
設
で
洗
濯
す

る
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
　３０

年
ほ
ど
さ
れ
、そ
の

頃
か
ら
社
協
と
ご

縁
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
夫
婦
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
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「「「「「「「「「「デデデデデデデデデデイイイイイイイイイイササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビスススススススススス・・・・・・・・・・デデデデデデデデデデイイイイイイイイイイケケケケケケケケケケアアアアアアアアアアっっっっっっっっっってててててててててて「デイサービス・デイケアって、、、、、、、、、、、

どどどどどどどどどどんんんんんんんんんんななななななななななととととととととととこここここここここころろろろろろろろろろ？？？？？？？？？？②②②②②②②②②②どんなところ？②」」」」」」」」」」」 この時間が
楽しい！！

　私たちケアマネジャーは、毎月必ず利用者宅を訪問し、
現在のサービスが希望に合っているか、目標に沿えた
サービスが提供されているかを確認し、修正が必要な場
合は一緒に検討しています（モニタリング）。
　そして“こういうふうに生活したい”“こんなことが
やってみたい”という目標に近づけるよう、通所サービ
スを含めたあらゆるサービスを紹介・提案し、利用者や
ご家族に選択していただいています。

　サービス提供事業所（デイサービスなど）は、利用者
が「また来たい」「また頑張ろう」「楽しかった」と思っ
ていただけるよう、個々に応じたサービスを提供できる
よう努めています。
　サービスを通し、利用者や介護者の持っておられる
「力」が引き出せるよう、また住み慣れた地域や自宅で、
いきいきと長く生活していけるようサポートしていま
す。

◆食事◆

　第１２３号の福祉パレットでは、本会の居宅介護支援セ
ンターで居宅介護計画（ケアプラン）を作成している方
のうち、通所サービス（デイサービスやデイケア）をご
利用されている方が６７.９％ということをお伝えし、その
利用者やご家族の感想をご紹介しました。

　今回は、向日市・京都市（西京区）・長岡京市の通所
サービスを利用されている方に“どの時間・場面が特に
楽しいですか？”と質問し、お答えいただいた一部をご
紹介します。

　毅お風呂が広くて大きいし、きれいなお
湯で温まる。（８０代　女性ほか）

　毅スタッフの人が助けてく
れるので、安心して入れ
る。（８０代　男性ほか）

　毅みんなと入るのが苦手で
も、一人で入れるお風呂
があるので嬉しい。（９０
代　女性）

　毅自分に合ったリハビリや体操をしてくれる
ので、マイペースで頑張れる。（８０代　女性
ほか）

　毅入浴後のリハビリは、帰った後も足が軽くて
喜んでいる。（８０代　男性ほか）

　毅おやつ作りは楽しいし、おいしい。（８０代　
女性ほか）

　毅ボランティアの方々の、歌やダンス、楽器演
奏は感心して見ている。（７０代　男性ほか）

　毅たくさんの友だちができたので、毎回お
顔を見るのが楽しみ。（７０代　女性ほか）

　毅時々、ドライブや外食に連れて行っても
らえるのは良い。（８０代　男性ほか）

　毅「また来てね」と言ってもらえることが、
ありがたい。（８０代　女性ほか）

　毅みんなで、ワイワイにぎやかに食べると、
よりおいしい。（８０代　女性ほか）

　毅季節ごとのメニューや、
行事食が楽しみ。特にバ
イキングや、お鍋はおい
しくて楽しいので、いつ
もより食べ過ぎてしまう。
（７０代　女性ほか）

◆入浴◆

◆レクリエーション・リハビリ◆ ◆その他◆
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　向日市社協の広報誌「福祉パレット」は、市民の皆様から寄
せられた善意の「赤い羽根共同募金」の配分金を財源として、
年に３回（３月・７月・１１月）発行しています。
　今後も市民の皆様に関心と親しみを持って読んでいただけ
るよう、紙面の充実に努めてまいりますので、「福祉パレット」
に対するご意見やご感想、ご要望等を、お気軽にお寄せくださ
い。

932崖1960総 務 係
932崖1961地 域 福 祉 係
932崖1990障がい者地域生活支援センター
921崖1550地域包括支援センター
931崖3294デイサービスセンター
932崖1968ホームヘルプセンター
931崖3030居宅介護支援センター
931崖3322福 祉 会 館

お
問
い
合
わ
せ
先

向日市社協の広報誌「福祉パレット」に関するお知らせ

（愛称：むつみん）

No.125

　
向
日
市
社
協
で
は
、
市
内
で
社
会
福
祉
に
携
わ
っ

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

そ
の
方
の
活
動
内
容
な
ど
を
ご
紹
介
す
る
「
こ
の
人

に
聞
く
」
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
友
愛
サ
ポ
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
友
愛
印
刷
所
長
・
木
村
一
さ
ん
に

障
が
い
福
祉
活
動
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Part 20

ワークショップ友愛印刷

木村　一さん

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
木
村
さ
ん
は
、
平
成
　
年
８
月

１９

よ
り
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
友
愛
印

刷
」
の
所
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

以
前
は
、
会
社
員
と
し
て
勤
務
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
や
学
校
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
多
く
の
方
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

障
が
い
の
あ
る
長
男
の
姿
に
喜
び

を
感
じ
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

「
父
親
と
し
て
喜
び
を
感
じ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
側
の
一
員
に
な
り
た

い
」、
そ
ん
な
思
い
か
ら
転
職
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
就
労
を
通
し
て
、

日
々
、
障
が
い
福
祉
の
推
進
に
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
友
愛
印
刷
の
活
動

　
平
成
　
年
の
当
初
開
所
時
、
下

１１

請
け
作
業
中
心
の
共
同
作
業
所
で

し
た
が
、
平
成
　
年
に
特
定
非
営

１３

利
活
動
法
人
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
労
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
メ
ン
バ
ー
個
々
の
障
が
い

の
特
性
（
自
閉
症
や
情
緒
に
障
が

い
が
あ
る
な
ど
）
に
配
慮
し
た
支

援
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
紙
班
（
紙
印
刷
）」・「
シ
ル
ク

班
（
シ
ル
ク
印
刷
）」・「
ユ
ー
ズ

グ
ッ
ズ
班
（
販
売
）」
の
３
つ
の
班

と
木
村
さ
ん
自
ら
が
率
先
し
て
実

践
さ
れ
て
い
る
「
ゆ
う
あ
い

フ
ァ
ー
ム
（
野
菜
作
り
）」
の
作
業

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
班
も
丁

寧
な
作
業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開

発
・
販
売
、
自
社
の
周
知
の
た
め

に
、
自
社
ロ
ゴ
を
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
３
年
間
は
、
メ
ン
バ
ー
・

職
員
に
と
ら
わ
れ
ず
、
物
的
・
人

的
環
境
整
備
だ
け
で
な
く
、
人
と

し
て
当
た
り
前
の
①
整
理
整
頓
②

清
掃
③
清
潔
を
重
視
し
、
指
導
に

あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
設
立
時
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
が
多
く
、
ご
本
人
及
び
ご
両

親
の
加
齢
に
よ
る
、作
業
の
内
容
・

体
制
の
見
直
し
や
生
活
面
へ
の
支

援
の
必
要
性
を
実
感
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
か
ら
の
運
営
を
考
え
た
時
、

幅
広
く
多
様
な
障
が
い
の
あ
る
方

を
受
け
入
れ
、
障
が
い
者
の
職
場

作
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
ま

ち
づ
く
り

　
向
日
市
社
協
で
は
、「
ふ
れ
あ
い

と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
平
成
　
年
度
か

２４

ら
新
た
に
５
年
間
「
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
に
お
い
て
、「
地
域
で
つ

く
る
福
祉
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
　
木
村
さ
ん
に
「
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
？
」
と
お
聞
き
す
る
と
、「
障

が
い
者
の
就
労
に
対
す
る
意
識
が

低
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
が
、

メ
ン
バ
ー
が
注
文
者
の
依
頼
内
容

に
忠
実
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
印

刷
技
術
を
高
め
、
毎
週
事
業
所
の

前
で
『
水
曜
市
』
を
開
催
し
、
事

業
所
の
存
在
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」
ま
た
、「
障
が
い
者
自
身
が
受

身
で
は
な
く
発
信
を
し
て
い
か
な

い
と
地
域
は
変
わ
っ
て
い
か
な

い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域

の
方
へ
啓
発
が
で
き
、
利
用
者
自

身
の
意
欲
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
向
日
市
社
協
へ
期
待

す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

と
「
社
協
は
身
近
に
感
じ
る
存
在

で
す
が
、
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。
事

業
運
営
す
る
中
で
、
気
軽
に
相
談

で
き
、
今
後
の
事
業
運
営
を
考
え

た
時
に
地
域
福
祉
の
専
門
的
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

ま
た
、「
利
用
者
や
家
族
の
加
齢
に

伴
い
、
生
活
の
場
に
影
響
が
あ
っ

た
時
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
障
が

い
者
の
暮
ら
し
を
地
域
と
一
緒
に

支
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。


